第１学年○組道徳学習指導案
１　　主題名　みんなでなかよく　　　　　　Ｃ－（１１）公正・公平
２　　資料名　だれとあそぼう　（出典「小一教育技術　２０１６．６」）
３　　主題設定の理由
（1） ねらいとする価値について

　　　　　　異なる考え方や感じ方の他者に対して、接する態度を変えることがよくないことは誰もが理解している。しかし、関わりが広がるにつれて、自分と違った考え方や意見に対して、否定的な気落ちになることは、多かれ少なかれ経験していると考える。低学年の段階から、「公正にできない心の弱さ」を考えることで、自分の好き嫌いにとらわれずに行動できる児童を育てたい。
（2） 子どもの実態について

学校にも慣れてきたこの時期、友達と声を掛けあって遊びに行く児童の姿がよく見られるようになった。しかし、集団で遊ぶようになると、仲間外れにしたり、されたりする子が出てくる。相手の気持ちを考え、話し合いを通して、公平に遊ぶことの大切さを考えたい。
　（３）資料について

この資料では、仲間外れにする「さるっち」と、仲間外れにされた「うさみ」「かめきち」、唯一気に入られた「こんた」が登場する。仲間外れにする「さるっち」が、いけないことだと理解した上で、でもみんなで仲良く遊ぶためにはどうしたらいいのかを考えさせる場面がある。この資料を通して、みんなで仲良く遊ぶためには自分はどうしたらいいのか、相手に何をしてあげたらいいのか、グループで考えさせ、今後の生活がよりよくなるようにしていきたい。
４　本時の指導（１時間完了）
　(1)　本時のねらい

　　・　仲よし、公正・公平・・・誰に対しても、公正・公平に仲良く接しようとする気持ちを高める。
　(2)　準備・資料　　　　　　　　　
　　・　教師……掲示用資料・学習プリント
　(3)　本時の展開

	
	学習活動
	主な発問(★)と予測される子どもの反応(・)
	指導上の留意点

	導入
2

分
	１ 本時の学習について確認する。
	· 今日はみんなにある友達のお話をしたいと思います。どうすればいいのか一人で考えたり、友達の意見を聞いたりしましょう。
	・　グループでの話し合いの時間や発表の時間をとるために、簡潔に終わらせる。

	展　開
35
分

	２　資料を途中まで聞き、さるっちについて考える。

３　自分がその中にいたらだれとあそぶか考える。

（１）自分の考えをワークシートに記入し、班で共有する。

（２）発表する。
（３）こんたの言葉の部分だけを聞き、だれと遊ぶかシートに記入し、班で共有する。
（４）発表する。
４　その後の話を聞き、心がぽかぽかしたさるっちの気持ちを考える。

	· 仲間外れをするさるっちをどう思いますか。
・ひどい。
・うさみとかめきちが、かわいそう。
· では、あなたがその中にいたら、誰と遊びますか。

・うさみとかめきちとあそぶ。
・さるっち以外であそぶ。
· こんたは、みんなで遊んだほうが楽しいと言っているけど、あなたは誰と遊びますか。
・みんなで遊ぶ。楽しいから。
・仲間外れにされるのは嫌だから。
· さるっちのこころが、ぽかぽかしました。どういう気持ちですか？また、どうしてですか？
・うれしい気持ち。みんなと遊べるから。

・わくわくする気持ち。仲間外れはよくないと気付けたから。
	· 　状況がつかみやすい板書の掲示を工夫する。

· 　仲間外れをすることはよくないことだと、児童に認識させる。
· 　

· 　自分をその中に入れ、誰と遊びたいか考えさせる。

· 　友達と話やすい雰囲気を作るためにグループで活動する。

· 　こんたの正しい意見を聞き、みんなで遊ぶことの大切さを認識させる。

· 　ぽかぽかした気持ちがどうしたら起こるのか考えさせる。

	終末
8
分
	５　ロールプレイを通して、今日の学習を振り返る。

	· 役になって、今日の振り返りをしましょう。

	· 　ロールプレイを通して、登場人物たちの気持ちに寄り添わせる。



　(4) 評　価
　　・　誰に対しても、公正・公平に仲良く接しようとすることの大切さに気付くことができる。
　　・　誰とでも、仲良く遊べるための方法に気付くことができる。
だれと　あそびますか








